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 なお、本論文は 400 字換算で約 1100 枚の分量である。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、カントにおける道徳の自律思想の成立を、最高善の概念の変化を軸にして、ないしこの概念をカント哲
学のアルファにしてオメガとして位置づけることにより、解明したものである。ドイツにおける研究状況の批判的検
討が、前提となっているので、学界において本論文が主張すべき位置と意義も明確に述べられる。また、カント哲学
において最高善をめぐってなおも残る問題点も、指摘され、単なるカント思想の略述には終わっていない。この研究
によって、まずカントの「批判哲学」の本質が、最高善と知恵と哲学との関係から明らかになる。次に、最高善の概
念は、しばしば言われるような自律に反する独断論的残滓ではないこと、むしろこれを自らの究極目的として意図し
得る点に、「自由の自律」の本質が存することが、結論づけられる。さらに、批判哲学の本質は「学」を介して最高
善の実現に尽力することに、そしてそのことによって、この本質は「創造の最終目的」の達成に「協力」することに
あること、さらに言えば、理論的には「最高善の認識」を、実践的には「意志が最高善に適合すること」を意味する
ような「世の知恵」（Weltweisheit）にあることが、明らかにされる。哲学とは、「その中で理性が最高善を学
．
にも
たらそうと努める限りでの、最高善についての教え
．．．．．．．．．．
」であることが、浮き彫りにされるのである。 
 以上の論述は堅実且つ綿密ではあるが、問題点もまた含まれる。すなわち第一には、このカント解釈からは、第一
批判と第二批判が織りなす道徳思想は浮き彫りになるが、それだけに第三批判が占めるべき位置が、ほとんど見えて
こないことである。次に、前半の自律思想の確立のプロセスではいったん背景に退く「最高善」の考えが、後半にな
ってにわかに主題の位置を占めるという全体構成が、すこし不整合の印象を与えることである。後者の問題は、カン
トの思想そのもののなかで最高善が第一義的な動機としては排除されてもなお且つ一種の動機づけの性格を認める
という、二重性の問題と関連することが、試問のなかで明らかとなった。しかしながら、その問題点は、論文のなか
では明らかにされていない。 
 以上のような問題点は残すものの、それは本論文につづいて究明されるべきものと見なすことができる。本論文は
その徹底した思索と堅実な論証とによってカント研究のなかで明確な位置と意義を得るものであり、大阪大学の博士
（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
